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No.986 と き ６月２７日� 午後２～５時
ところ 南山大学（名古屋キャンパス）

Ｍ棟「ＭＢ２」教室
問い合わせ・県本部まで

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
で
は
、「
２
０
０
９
年
春
の
自
治

体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
５
月
１２
日
〜
１５
日
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
愛
労
連
、
愛
知
公
務
共
闘
、
自
治
労
連
愛

知
県
本
部
の
３
つ
の
労
組
が
共
同
で
と
り
く
ん
で
い
る
も
の

で
、
県
内
の
６１
市
町
村
の
う
ち
５８
市
町
村
を
訪
問
し
て
、
住

民
の
く
ら
し
を
守
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
格
差
の
是

正
、
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
、
教
育
の
充
実
、
平
和
な
世
界
の

実
現
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
知
多
半
島
の
５
市
５
町
に
つ
い

て
、
状
況
を
見
て
み
る
と
…
。

こ
の
間
、
問
題
に
な
っ
て
い

る
派
遣
切
り
・
非
正
規
切
り
に

つ
い
て
、
武
豊
町
で
は
町
内
の

従
業
員
１
０
０
人
以
上
の
企
業

１２
社
に
対
し
て
「
雇
用
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち

の
２
社
に
対
し
て
文
書
を
持
っ

て
直
接
訪
問
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
の
関
係
で
は
、
保

護
世
帯
が
１０
年
前
と
比
べ
て
２

倍
に
増
え
た
（
武
豊
町
）、
外

国
人
労
働
者
の
生
活
保
護
受
給

者
が
増
え
て
い
る
（
知
多
市
）

な
ど
の
状
況
が
生
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
を
増
や
す
自
治
体

が
生
ま
れ
、
知
多
市
、
東
海
市
、

大
府
市
で
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
増

員
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
半
田
市
で
は
生
活
相

談
窓
口
を
４
月
か
ら
２
人
体
制

で
開
設
す
る
な
ど
の
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
賃
金

（
一
般
事
務
）
で
は
、
７
６
０

円
を
８
０
０
円
に
引
き
上
げ

（
大
府
市
）、
７
５
０
円
を
７

６
５
円
に
引
き
上
げ
（
知
多

市
）、
７
６
０
円
を
８
０
０
円

に
引
き
上
げ
（
武
豊
町
）、
７

９
０
円
を
８
０
０
円
に
引
き
上

げ
（
東
浦
町
）
な
ど
、
２
市
２

町
で
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
常
滑
市

（
７
８
０
円
）、
南
知
多
町（
７

９
０
円
）、
美
浜
町
（
７
６
０

円
）
の
１
市
２
町
を
除
く
７
市

町
村
で
８
０
０
円
台
に
な
り
ま

し
た
。
自
治
労
連
な
ど
が
要
求

し
て
い
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員

賃
金
の
経
験
加
算
に
つ
い
て

は
、
半
田
市
が
勤
務
年
数
に
応

じ
て
４
段
階
の
時
間
給
を
設
定

し
て
お
り
、
他
自
治
体
へ
普
及

さ
せ
て
い
く
重
要
性
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
来
年
の

４
月
１
日
を
期
限
と
す
る
行
革

プ
ラ
ン
）
に
も
と
づ
く
職
員
の

削
減
に
つ
い
て
は
、
３
市
２
町

で
目
標
以
上
に
職
員
の
削
減
が

進
ん
で
お
り
、
大
府
市
の
よ
う

に
非
正
規
職
員
が
４８
％
を
占
め

る
と
い
う
事
態
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
住
民
に
必
要
な
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
た
め
に
も

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
廃
止
し

て
、
正
規
職
員
の
増
、
非
正
規

職
員
の
正
規
化
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

民
営
化
の
問
題
で
は
、
常
滑

市
が
図
書
館
と
公
民
館
に
つ
い

て
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
な
ど
の
新
た
な
動

き
が
出
て
い
ま
す
。

格
差
社
会
と
貧
困
が
す
す
む

も
と
で
、「
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
」
自
治
体
の
役
割
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
そ
の
実
現

は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
他
の
コ
ー
ス
の
ま
と

め
は
６
月
以
降
に
出
さ
れ
ま

す
。

�
職
場
実
態
に
あ
っ
た
人
員
確
保
を
�

各自治体と意見を交わす要請団（稲沢市役所にて）

政
府
は
夏
の
一
時
金
削
減

へ
、
５
月
下
旬
ま
で
の
法
案
成

立
な
ど
を
強
行
に
押
し
す
す
め

て
い
ま
す
。総
務
省
か
ら
の「
通

達
」
で
、
自
治
体
や
人
事
委
員

会
に
対
し
て
「
支
給
基
準
日
を

踏
ま
え
れ
ば
、
速
や
か
な
結
論

を
出
す
必
要
」
を
強
調
し
、
愛

知
県
や
名
古
屋
市
の
人
事
委
員

会
で
は
、「
意
見
の
申
し
出
」

や
「
報
告
」
で
、
一

時
金
の
０
・
２
月
分

の
凍
結
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
本
部
で
は
５
月
１２
日
か
ら

の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
、０
・

２
月
分
を
凍
結
し
な
い
よ
う
、

県
内
自
治
体
に
要
請
書
を
提
出

し
、
勧
告
の
不
当
性
を
訴
え
て

き
ま
し
た
。県
下
の
単
組
で
は
、

５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
集
中
的
に
交
渉
が
す
す

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
日
の
到
達
点
と
し
て

０
・
２
月
の
凍
結
を
押
し

返
す
こ
と
は
困
難
で
し
た

が
、「
臨
時
職
員
の
夏
季
休

暇
を
１
日
増
へ
」（
碧
南
）

「
従
来
の
ル
ー
ル
と
違
う

や
り
方
で
あ
り
、
必
ず
し

も
正
確
な
数
値
か
ど
う
か

疑
問
、
で
き
れ
ば
引
き
下

げ
た
く
な
い
」（
犬
山
、

春
日
井
な
ど
）、「
給
与
の
改
善

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
最
大
限
努

力
す
る
」（
豊
橋
）
な
ど
、
今

後
の
交
渉
の
土
台
を
築
く
考
え

方
や
、
回
答
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月

か
ら
賃
金
・
一
時
金
の
４
％
削

減
を
強
行
さ
れ
て
い
る
学
事
労

な
ど
で
は
、夏
季
一
時
金
の
０
・

２
月
分
の
凍
結
は
余
儀
な
く
さ

れ
た
も
の
の
、
一
時
金
の
４
％

カ
ッ
ト
廃
止
、
月
例
給
を
２
・

４
％
カ
ッ
ト
に
圧
縮
と
い
う
回

答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

政
治
的
意
図
が
強
い
今
回
の

勧
告
は
、
賃
金
決
定
ル
ー
ル
、

労
使
関
係
を
破
壊
す
る
も
の
で

す
。
特
別
調
査
の
不
正
確
性
、

地
方
で
の
未
調
査
な
ど
を
棚
に

あ
げ
、
職
員
に
負
担
ば
か
り
押

し
つ
け
る
こ
と
に
抗
議
し
、
夏

の
人
事
院
勧
告
に
む
け
、
た
た

か
い
を
強
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

「
給
与
の
改
善
へ
最
大
限
努
力
」

一
時
金
削
減
は
不
当
と
交
渉

�
豊
橋
�
春
日
井

西尾市役所への申し入れ

一時金
削減反対
単組交渉

愛知県との話し合い



単
組
定
期
大
会
＆
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い
ま
か
ら
５１
年
前
、
原
水
爆

禁
止
国
民
平
和
大
行
進
が
被
爆

地
広
島
か
ら
東
京
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
歩
く
と
い

う
素
朴
な
行
動
が
市
民
の
共
感

を
ひ
ろ
げ
、
行
進
に
は
１
０
０

万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

以
来
こ
の
半
世
紀
、
平
和
行

進
は
雨
の
日
も
、
風
の
日
も
、

夏
の
暑
さ
の
中
も
と
り
く
ま

れ
、
全
都
道
府
県
と
７
割
を
超

え
る
自
治
体
を
通
過
し
、
毎
年

１０
万
人
が
参
加
す
る
国
民
的
行

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
８
月
の
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
、
２
０
１
０
年

春
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
で
開
か
れ
る
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
む

け
て
、
被
爆
国
日
本
か
ら
核
兵

器
の
禁
止
・
廃
絶
を
求
め
る
声

と
行
動
の
大
き
な
う
ね
り
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

愛
知
県
は
５
月
３１
日
に
、
豊

橋
を
出
発
し
、
６
月
１１
日
ま
で

県
内
を
行
進
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
１
歩
で
も
２
歩
で
も
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
平
和
の
声
を

昨年の平和行進のようす

自
治
労
連
結
成
２０
周
年
記
念

企
画
・
お
き
な
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
出
発
を
前
に
、５
月
１６
日
、

愛
知
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
結

団
式
が
、
４１
名
の
参
加
で
県
本

部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
は
元
県
本
部
副
委
員

長
の
駒
田
富
枝
さ
ん
が
「
私
た

ち
の
労
働
組
合
、
自
治
労
連
結

成
！
」
と
題
し
て
講
演
。
２０
年

前
に
政
府
、
財
界
が
労
働
組
合

の
右
翼
再
編
と「
臨
調
・
行
革
」

攻
撃
を
、
公
務
労
働
者
と
住
民

に
押
し
つ
け
て
き
た
と
き
、
職

場
・
分
会
で
徹
底
し
て
学
習
と

討
論
が
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
の

上
で
、
た
た
か
う
労
働
運
動
の

誇
り
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
階

級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を

選
択
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
権
利
闘
争
で
は
、

１
０
０
０
人
の
オ
ル
グ
団
で

「
私
の
要
求
、
私
が
語
る
」
運

動
の
と
り
く
み
と
、
組
合
員
が

主
人
公
の
、
職
場
か
ら
の
運
動

の
大
切
さ
を
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
当
時
の
た
た

か
い
の
上
に
自
分
た
ち
の
労
働

条
件
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大

き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
実
行
委
員
が

平
和
コ
ー
ス
（
名
古
屋
市
職

労
）、
環
境
コ
ー
ス
（
岩
倉
市

職
）、
無
人
島
コ
ー
ス
（
豊
橋

市
職
労
）
の
３
コ
ー
ス
の
見
所

を
紹
介
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
視
覚
に
訴
え
な
が

ら
、
見
ど
こ
ろ
と
注
意
事
項
を

説
明
し
ま
し
た
。
最
後
に
お
き

プ
ロ
当
日
の
再
会
を
誓
い
あ
い

ま
し
た
。

５
月
１６
日
、
県
本
部
保
育
所

部
会
が
毎
年
お
こ
な
う
若
者
企

画
「
よ
う
こ
そ
新
人
さ
ん
！
あ

そ
ぼ
う
！
交
流
し
よ
う
」
が
名

古
屋
市
内
で
開
催
さ
れ
、
１
２

０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
講
師
は

す
べ
て
実
行
委
員

が
担
い
、
手

作
り
の
企
画

と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者

の
多
く
は
５

年
以
内
の
若

い
保
育
士

で
、
集
団
遊

び
・
歌
・
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま

し
た
。
集
団
あ
そ
び
で
は
、
新

し
い
あ
そ
び
か
ら
み
ん
な
が
よ

く
知
っ
て
い
る
�
花
い
ち
も
ん

め
�
や
�
シ
ッ
ポ
取
り
合
戦
�

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

愛
知
の
合
研
集
会
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
を
作
っ
た
「
だ
る
ま
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
」
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
こ
と

岩
倉
市
職
の
南
達
磨
さ
ん
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
に
あ
わ
せ
て

ダ
ン
ス
を
講
習
し
、
参
加
者
は

息
を
切
ら
し
な
が
ら
楽
し
く
踊

り
ま
し
た
。
体
を
動
か
し
た
後

は
、
担
当
年
齢
別
に
分
か
れ
て

交
流
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
思
い
切

り
体
を
動
か
し
て
楽
し
か
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
と
や
っ
て
み

た
い
」「
他
の
自
治
体
の
保
育

士
と
も
交
流
で
き
る
貴
重
な
機

会
、
ぜ
ひ
ま
た
や
っ
て
ほ
し

い
」「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

保
育
士
が
集
ま
る
な
ん
て
す
ご

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

写真は港職労の組合説明会

港
職
労
青
年
部
は
５
月
１５

日
、
新
規
採
用
職
員
を
対
象
に

講
演
会
・
歓
迎
会
を
開
催
。

講
演
会
で
は
、「
港
湾
物
流

等
の
基
本
、
港
湾
労
働
者
の
労

働
環
境
、
港
湾
の
物
流
形
態
」

や
、「
労
働
条
件
、
賃
金
・
休

暇
等
の
福
利
厚
生
制
度
」
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
歓
迎
会
に

は
、
新
採
職
員
や
青
年
部
員
に

加
え
、
中
央
執
行
委
員
な
ど
約

５０
人
が
参
加
。
短
い
時
間
で
し

た
が
賑
や
か
に
、
親
睦
を
深
め

あ
い
ま
し
た
。

○
応
募
作
品

第
１
種
―
政
令
・
都
市
職
の

単
組
機
関
紙
・

ニ
ュ
ー
ス

第
２
種
―
町
村
職
の
単
組
、

政
令
・
都
市
職
の

支
部
・
分
会
の
機

関
紙
・
ニ
ュ
ー
ス

第
３
種
―
補
助
組
織
、
職
域

部
会
、
専
門
部
な

ど
の
機
関
紙
・

ニ
ュ
ー
ス

○
２
０
０
９
年
２
月
〜
５
月
に
発

行
さ
れ
た
も
の
７
部
を
県
本

部
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
６
月
１２
日
�
必
着

○
審
査
発
表
と
表
彰

「
１
０
３
回
愛
知
県
本
部
定

期
大
会
」（
２
０
０
９
年
７
月

１８
日
）
で
第
１
種
〜
第
３
種

に
つ
い
て
は
、
優
秀
賞
１
点
、

入
賞
数
点
を
表
彰
し
審
査
結

果
を
発
表
し
ま
す
。

参加者みんなで楽しくゲーム

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

６
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

９
８
２
号
の
答
え
は
「
カ
ン

ゲ
イ
カ
イ
」
で
し
た
。
６
通
の

応
募
が
あ
り
全
員
が
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
送
り
ま
す
。

村
松

裕
樹
（
豊
橋
市
職
労
）

彦
坂

茂
雄
（
豊
橋
市
職
労
）

下
條
由
香
子
（
豊
川
市
職
労
）

皆
上

仁
（
蒲
郡
市
職
）

作
石

貴
則
（
瀬
戸
市
職
労
）

村
上

洋
行
（
瀬
戸
市
職
労
）

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

碧碧
南南
公公
務務
公公
共共
一一
般般
労労
組組

（（
５５
月月
１１６６
日日
））

執
行
委
員
長

小
林

久
枝

副
執
行
委
員
長

杉
浦

皆
子

書

記

長

角
谷

唯
高

なな
ごご
やや
介介
護護
労労
組組

（（
５５
月月
１１７７
日日
））

執
行
委
員
長

神
谷
喜
和
子

副
執
行
委
員
長

津
山
美
千
子

〃

舟
橋

薫

〃

岡
田

康
子

書

記

長

横
江

厚
子

役
員
紹
介
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22
00
00
99
年
春
闘闘
機
関関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
実
施
し
ま
す

港
職
労
青
年
部

歓

迎

会

今今今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年年年
もももももももももももももももももも
平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和
のののののののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声
をををををををををををををををををを
平
和
大
行
進

保保育育所所
部部 会会
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